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一

被災地域の12 年問の軍録

震災から6 年を迎え､ 集落の 高台移転や商店街の 移設な ど生活 の基盤が整 い ､ 被災地の復興は塵
~
ん で い るか

の ように見えます ｡ しか しそ こ で人 はこ れか ら どの ように生きて ､ 暮らしや記憶 を繋い で い くの か､ 本当の 意

味で の 復興 はようやく始ま っ た ばか りと い っ〉ても1過言で はありません ｡

その ような中で ､ 現地の被災 ･ 復興 当事者にと っ て ､ 震災前か ら鏡く映像の記鱒が ナ 体 どの ような意味を持

つ の で しょうか ｡ そ こ に鱒っ て い る｢ 時代｣ や｢暮らし｣ や｢ 人間｣ は､ 震災と い う牒来事と ともに歩ん で い く これ

か らの私たちに 一 体何を示 してくれる の で し ょうか ｡
,

_ 今 回の 上映傘で は､ 映画監督の 我妻和樹が嘗城県南三陸町の｢波伝谷( はセ本革丁た--12一重開聞わり卑がら

作 っ た作品辟の
一

部を適 し七_､ ｢ 土地とともに生きる｣.ある いiま｢地域 とと融こ生き志]
二

と いう こ とが 一 体ざう

いうこ となの か ､ その 普遍的を問い につ- い て ､ 現地の 人び との生の声を岡きをが ら考えでみようと思 い ます｡-

長く愛される作品

①『波伝谷に生きる人びと』

1 0 : 30 ～ 13 :05
一

般/ 1 ,000 円 高枚生以下/ 無料

東日本大震災の津波 により被災 した南三 陸の 小さ な漁村｢波伝谷｣ の ､

震災まで の3 年間の 日常を追 っ た作品｡ 被災前の 美 しい 風景やそ こ に溢

れ て い た光､ 流れて い た 時間と とも に､ 土地に根差 して生きる人び との

日々 の 営 みが 措か れ る ｡ 第36 回びあ フ ィ ル ム フ ェ ス テ ィ バ ル｢ P F F ア

ワ
ー ド20 14｣ 日本映画 ペ ンク ラ ブ賞受賞作品｡(2 0 1 4 年/ 1 3 5 分)

欄 ②
『春祈祷 ～ 南三陸町波伝谷の行事 ～』

大注目! 待望の最新作!!

1 4 : 00 ～ 1 5 :4 0
一 般/ 50 0 円 高枚生以下/ 無料

南三 陸町の 無形民俗文化財 に指定さ れ ､ ｢ お獅子さま｣ の 愛称 で親 しま

れ て い る波伝谷の春祈祷 の 記録映像 ｡2 0 0 5 年 ･

20 0 6 年に撮影 した映像を

も とに ､ 当時学生だ っ た我妻が解説を加えて 初め て編集した作品｡ は っ

きり言 っ て 素人作品で ある が ､ 津波 で 流さ れ る前の 家 々 や人 びと の 若

かりし姿､ そ して 行事の 子細が捉えられて い る ｡(20 0 7年/ 53 分)

⑨『願いと揺らぎ』

16 :00 ～ 1 9 : 30
一 般 / 1 ,5 00 円 高放生以下/ 無料

震災か ら1 年後 ､｢ お獅子さま｣ を復活させようと立ち上がるも ､ 集落の高

台移転や漁業の共同化な ど様々 な課題 に直面して全く足並みの 揃わな い

波伝谷の 人びと｡ 取り戻 した い もの は皆同 じはずなの に､ 動けば動くほ ど

すれ違 っ て い くそれ ぞれの 想 い ｡ 震災6 年を迎え､ 仮設から高台 へ と移 っ

た今 ､ 被災地の 願い と揺らぎを振り返る渾身の
一 作｡(2 0 1 7 年/ 14 5 分)

全プロ グラムをご覧になる方は3 回通し券( 2 , 5 0 0 円) がお勧めです｡

∴∴∵ Jよ一そ
≠ ､

〉
Å ♪んハ■ノr ∵/"




